
放課後等デイサービス　ぱれっと　支援プログラム 作成日： 7 年 3 月 3 日

クリスマス行事、夏祭り等のイベントに外出、節分など季節にあったおやつ作りや制作活動

送迎実施の有無 有り

児童センターや展示会等のイベント、公園で地域の子との関わりの機会、外出先での支援者以外

の人とのコミュニケーションや交流、進路や移行先の選択肢についての相談援助や併行利用先と

学校との情報収集や連携を図る

地域支援・地域連携

学校等との情報共有や調整、支援方法や環境づくりの調整、他事業所や相談支援事業に支援にお

ける相談をしたり、連携の取り組み

職員の質の向上

県・市主催などの外部研修、内部研修の実施や職員会議、日々のミーティングで支援者の動き

方、支援方法等の話し合いを実施

主な行事等

マナー良く排泄をする（ふき取り、下着をしまう、服装の身だしなみを整える意識

がもてるように関わる

家族支援

服薬後の様子の連携、学校と事業所での様子を把握して助言する、問題行動等の要因の情報収集

後の支援の統一、子育てに関する困りごとに対する相談援助、レスパイトや家族の生活状況の

ニーズに対応した送迎の調整、保護者同士の交流の機会の提供、兄弟への相談援助等の支援、障

害特性の理解や子供の発達状況での相談援助

移行支援

支援内容(5領域)

手洗いの一連の動作やうがい等、来所してからの身支度をする。健康観察を行う。

姿勢の保持や指先の訓練の向上をめざし、出来ることもしながら少し難しい内容に

もチャレンジして、自信や意欲を伸ばせるように関わり将来の進路の選択肢が広がる

ようにする

調理器具を使い物の貸し借りや時には友達を待つ練習をしながら、集団行動を経験

し、人とのやりとりの機会を作り、コミュニケーション能力などを支援する

日々の中で友達と遊ぶ喜びを体験し、遊具などでボール遊びをしたり公園や散歩等

で体を動かし、気分転換や体の使い方を知る機会をつくる

人との距離感など周りをみてほうきやちりとりの道具の使い方や食器の拭き方等を

行い、生活力につながるようにする

ノーマライゼーションの理念を基に誰もが地域で活き活きと明るく豊かに暮らし、

より良い生活ができるようにする

環境面等の配慮をしながら、将来へつながる必要な支援を提供する

14：00～18：00/9：00～15：00
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